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3年生　第1セッション

参加する姿勢、持っていますか？
所要時間
50分

目的
１．ピア･サポートの授業で学習することを確認させる。

２．集団の中で自らが意思決定するスタイルには、大きく分けて３種類あることを示し、

それぞれのパターンをするとどんな良いことと良くないことが起こるか考えさせる。
３．集団における意思決定（コンセンサスを得る）をするときに大切なこと３つを理解させる。

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間・友だち」「支える・助ける」「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「みんながいいのでいいよ～。僕は何でもいい。」「良く言えば人に合わせる/悪く言えば人任せにするスタイル」「じゃ、オレはこれ。ピンときた。絶対、これ。」「直感で選んだものを押しとそうとするスタイル」「これもいいね、こういうところが面白い。でもこっちもいいよ。こんな良いところがあるし。どう？」「いろいろ考えて話し合おうとするスタイル」「よいところ（赤字で書く・板書でもよい）」｢よくないところ(青字で書く・板書でもよい)」) 

□ポスター「3年生ピアの目標」
□模造紙｢今日のテーマ・目標・流れ｣

□お助けカード

□プリントＡ「3つのスタイルのよいところ、よくないところ」（グループ数, A3またはB4に拡大：赤ペンで開始位置に矢印を入れる）
□第1回まとめプリント（生徒数, 第1回振り返り用紙と両面印刷）
□第1回振り返り用紙（生徒数, 第1回まとめプリントと両面印刷）　

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□第1セッション学習ポスター

□中学校3年生ピアピア新聞第1号（生徒数）

生徒の持ち物

□予告プリント

□ピア・サポート・ファイル　　

□筆記用具

	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．確認(5分)

	ピア･サポートの説明(3/3)

3年生の授業目標の説明(2/5)


	· この前、予告プリントでお話したように、今日から「ピア・サポート」の授業を始めます。
· はじめに、予告プリントで説明した、3つの大事なことを確認します。

1．ピア・サポートの意味

・１つ目は、「ピア・サポートとは何か？」という問題です。

・「ピア」ということばはどんな意味でしたか？

· そうですね。「仲間・友だち」を意味します。

・では、「サポート」はどんな意味でしたか？

· 「支える・助ける」でした。

・では、この「ピア」と「サポート」の2つをつなげると、どんな意味になりますか？

・そうです。「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」という意味になります。
・ですから、この授業では、「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」ために大切なことを学習します。しっかり記憶しましょう。
2．支え合い助け合う関係をつくるために大切な2つのポイント

・では、2つ目の問題です。

・このようなピア・サポートの関係を作るために、大切なポイントが２つありました。何と何ですか？
· 1つは、「周りの人を大切にする」ことでした。
· そして、もう１つは「自分を大切にする」ことでした。
・みんながお互いに支え合い助け合うためには、誰もがこの2つのことを実行できるようにならなければなりません。どちらか一方ではなく、両方ともとても大切です。このことも忘れないようにしましょう。
· 特に、3年生は今、自分自身のことや、自分の将来について考えなければならないことがたくさんありますね。ピア・サポートの授業でも、自分のこと、社会のことについての考えを深めていけるようにしていきましょう。
3．中学校3年生の授業の目標

・では、最後、3つ目の確認です。中学校3年生のピア・サポートでは、何を学習することになっていましたか？
・そうですね。｢意思決定｣です。目標は覚えていますか？

・はい。「自分の意思と共に、周りの人と決めよう」でした。これを、みなさんで読んで、確認しましょう。
→一斉に音読させる。「自分の意思と共に、周りの人と決めよう」

· みなさんはこれから先、長い人生の中で、何度も大きな決断を迫られます。人生は意思の決定、選択の連続であると言うこともできます。
· 例えば、進学、就職、結婚などは簡単に思いつくことです。でも、それ以外にも、もっともっとたくさんの「決めなければならないこと」に出会います。

· そんな｢決められなければならないこと｣に出会ったとき、私たちはどんなふうに物事を決めていけば、よいでしょうか？

· あなたの意思決定は、それがどんなものであっても必ず、周りの人に影響を与えます。今、あなたは周りの人のことも考えて、それでいて自分の意思も失わずに意思決定できていますか？

· 3年生のピア･サポートの授業では、自分のことだけではなく、周りの人と決めていかなくてはならないことに焦点を絞って学びます。

	｢仲間｣｢友だち｣
｢支える｣｢助ける｣
｢周り･･･｣「自分の･･･」
「意思決定？」
「自分の意思と共に、周りの人と決めよう」
「自分の意思と共に、周りの人と決めよう」

	●フラッシュカード「ピア･サポート」

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「仲間・友だち」｢支える・助ける｣「仲間や友だち同士が、お互いに支えあい、助け合う」
◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「周りの人を大切にする」「自分を大切にする」

◇フラッシュカードの提示

●ポスター「3年生ピアの目標」
◇ポスターの提示



	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日のテーマと目標の説明
· では、こちらを見ましょう。今日のテーマと目標です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テーマ：「参加する姿勢、持っていますか？」

目　標：意思決定に必要な3つのことを見出そう。
・もし、授業の途中で何をしているのかわからなくなったら、このテーマや目標を思い出しましょう。

2．今日の学習の流れの説明
・次に今日の授業の流れを説明します(模造紙を指しながら順に説明)。

· ①「確認」のところは「ピア・サポートの意味」などを確認しました。

· 今は、②「今日の学習の説明」をしているところです。

· 今日は、これから③活動をします。今日は、話し合いのスタイルには３つあることを学び、その上で、集団での意思決定で必要なことについて考えます。
· 最後に授業の④「まとめ」をして、⑤｢振り返り用紙｣に感想を書いて、終わりです。


	
	●（あらかじめ掲示）模造紙「今日のテーマ・目標・流れ」



	3.活動「いろいろな決め方」（35分)

	場面説明(1/7)

3スタイル(3/10)

全体練習(3/13)

説明と移動(2/15)

プリントへの記入（9/24）

全体シェアリング

（15/39）

まとめ（2/41）


	1．自分はよく、どんな決め方をしてるか？
・「よい決め方」について学ぶためには、まず、自分が普段どのような決め方をしているかを知ることが必要です。

· 少し考えてみましょう。というわけで、こんな場面があったとします（ゆっくり読み上げる）。良く聞きましょう。
場面設定：あなたは中学3年生。泣いても笑っても今年で中学校生活は終わりです。つまり、3月には今のこのクラスで卒業を迎えます。

いろいろなことがありました。もちろん、これからもいろいろなことがあるでしょう。そんな仲間と共に改めて卒業を意識した記念行事をしたいという話が出ています。ん～、それもいいな。でも、一体何をすればよいのだろう？

・場面はわかりましたか？

・このことについて、皆さんが話し合いをして決めていかなくてはならないとしたら、あなたはどんなふうに話し合いに臨みますか？
・今から3つのスタイルを紹介します。自分の行動に最も近いと思うものを考えながら聞いてみましょう。

2．話し合いのスタイルには3種類ある
・1番目のAさんは「みんながいいのでいいよ～。僕は何でもいい。」と言いました。

・根拠や理由はあまり考えず、何となく人と同じことを選ぶ。または、人に任せて自分は始めからあまり考えないスタイルです。

・これは「良く言えば人に合わせる/悪く言えば人任せにするスタイル」と言います。
・2番目のBさんはこう言います。「じゃ、オレはこれ。ピンときた。絶対、これ。」です。
・後先や、周りのことは考えず、最初にピンときたものを選択します。そして、その決定を押し通し、それ以外は考えないスタイルです。
・Bは「直感で選んだものを押しとそうとするスタイル」と言います。
・最後にCさんは言いました。「これもいいね、こういうところが面白い。でもこっちもいいよ。こんな良いところがあるし。どう？」
・これは、物事をいろいろな観点から捉えて自分の意思を持ち、その上で、お互いに話し合って決めていくスタイルです。

・最後のCは「いろいろ考えて話し合おうとするスタイル」です。

· 3つのスタイルとその違いはわかりましたか？
· さて、皆さんはこの3つの中で自分がクラスや部活での話し合いをするときに、どのスタイルが多いと思いますか？

→挙手をしたり、近くの生徒同士で話し合わせたりして意見を交換する。
・もちろん、その状況や内容によって、この3つの方法を使い分けている人もいるでしょう。
・けれど、今日はこの先を考えてみたいのです。

3．それぞれの話し合いスタイルの長所と短所
・というわけで、質問です。

・「この3人で話し合っていた場合、この後も上手く話し合いは進むだろうか？」
・はい。とてもこの後、上手く進みそうではないですね。

・でも、話がうまく進まないというのにそのような話し合いスタイルをする人がいるということは、それぞれのスタイルに“良いところ”と“良くないところ”があるということですよね。それを、考えてみましょう。
・良く言えば人に合わせる/悪く言えば人任せにするスタイルのよいことというのは、どんなことが考えられますか？

→意見を求める。

解答例：仲間割れしない、人と同じ安心感がある 
・考え方はわかりましたか？質問がある人？

4．グループの話し合い
・では、ここから先はグループになって活動します。3-4人のグループを作りましょう。移動している間に、グループで1枚のプリントを配ります。

→グループを同性同士にするか異性も混ぜるかはクラスの実態に応じて決定する。

・では、これからやり方を説明します。まず、グループに1枚このプリントを配ります(全体に見せる)。「3つのスタイルのよいところ＆よくないところ」というプリントです。
・ここには、3つの方法のよいところとよくないところについて書き入れる欄があります。グループで相談しながら、その空欄を埋めましょう。
・ただし空欄は全部で6マスあります。全員が上から順に全てを考えていくと、時間が足りない可能性もあります。

・プリントに｢ここから始めよう｣と赤で矢印を書いておきましたので、受け取ったプリントにかかれたところから順に話し合いをしましょう。グループによって、位置が違います。

・でも、なかなか意見が出ない場合は、次に進んで思いつく所から埋めてかまいません。

· では、始めましょう。時間は8分くらいです。
→机間巡視しながら、話し合いが進んでいないグループを補助する。
・（8～9分後くらい）はい、時間です。全員、机ごと前を向きましょう。

5．全体シェアリング
・これから自分たちが書き入れたことを、順々に発表してもらいます。
・まずもう一度、良く言えば人に合わせる/悪く言えば人任せにするスタイルのよいところについて考えてみます。先ほど出た以外に考えたことがありますか？

・では次に、よくないところはどうでしょうか。
→以後、順番によいところとよくないところについて発表させる。以下を参考にする。生徒の発表を復唱し、ときどき同じようなことを書いたグループがあるか、確認する。補助者とのペースをあわせるように注意する。
良く言えば人に合わせる/悪く言えば人任せにするスタイルのよいところ
　仲間割れしない、自分は考えなくてよいことが楽、争いごとが起こらない、人と同じ安心感がある
良く言えば人に合わせる/悪く言えば人任せにするスタイルのよくないところ
　うまくいかなかったとき他人のせいにしたくなる、無責任だと思われる、周りの人に当てにされなくなる、意思がないと思われいいように使われる、周りをイラつかせる、ずるいと思われる
直感で選んでそれを押し通すスタイルのよいところ
自分は悩まない、周りも同意してくれたら時間がかからない

直感で選んでそれを押し通すスタイルのよくないところ
人の意見を聞かない人だと思われる、喧嘩になる、そのときの気分に左右された結果になる、適当になる、強引になる
いろいろ考えて話し合おうとするスタイルのよいところ
自分にもよいものが選べる、後悔することが少ない、十分納得できる、周りとの関係がよくなる、みんなで責任が持てる

いろいろ考えて話し合おうとするスタイルのよくないところ
時間と労力がかかる、ちょっと面倒
5．活動のまとめ
· では、黒板のこの表を見ましょう。みんなの発見を書き出したものです。みんなよく考えましたね。
· この表をみると、どのスタイルにもよいところとよくないところがあることがわかりますね。
· でも、先ほど確認した通り、この3人が話し合いをしたら上手く進むことはありません。
· 話し合いをよりよく進めて、良い人間関係を作っていくことができるのはどのスタイルを心がけることでしょうか。

· そうです。「いろいろ考えて話し合おうとするスタイル」です。

· しかも、それを全員がするようにすることです。みんながそうでなければ、やっぱり話し合いは進まないのです。

· 確かにこのスタイルは、たくさんの時間やエネルギーを使います。うまくできないとイライラしてくるでしょうし、みんな揃って単なる優柔不断になってしまうかもしれません。

· でも、みんながきちんと参加して話し合い、決断したことには、愛着が生まれ、その後も責任を持って行動できるようになります。

· …そんなこと、頭ではわかっていてもそう簡単にできることではないと思う人もいるかもしれませんね。というわけで、これからみんなでしっかり学んでいきましょう。
・（★重要箇所）というわけで、まずはみんなが考えて話し合って決めようとするスタイルをするために大事なことを３つ教えます。

・1つ目は「そもそも、話し合いに参加しようとすること。」です。参加しないと何も始まりません。
・2つ目は「話し合いに当たって、考える力があること。」です。話し合うときは、それぞれが自分の意思を持って参加できることが重要です。
・最後に3つ目は「話し合いの中で、お互いに歩み寄ろうとすること。」です。それぞれが自分の意思を持ったとして、それをそのまま貫こうとしたらいつまでも平行線のままですよね。集団で意思決定しなくてはならないときは、歩み寄ることが必要です。
· みんなが考えて話し合って決めようとするスタイルをするために大事なことを３つ、わかりましたか？

· 今日はまず、参加しようとすることが大事だなということが分かったら良いなと思います。

· 次回は2つ目の「考えること」について、次々回は3つ目の「歩み寄ろうとすること」について学習します。

	挙手したり、話あったりする
「上手くいきそうにない」

グループになる

プリントに記入する

活動をやめて前を向く

発表する


	●フラッシュカード「みんながいいのでいいよ～。僕は何でもいい。」「良く言えば人に合わせる/悪く言えば人任せにするスタイル」
◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「じゃ、オレはこれ。ピンときた。絶対、これ。」「直感で選んだものを押し通そうとするスタイル」
◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「これもいいね、こういうところが面白い。でもこっちもいいよ。こんな良いところがあるし。どう？」「いろいろ考えて話し合おうとするスタイル」

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「よいところ」｢よくないところ」

◇フラッシュカードの提示

●プリントA「3つのスタイルのいいところ、よくないところ」
◇プリントAグループに1枚配付
●お助けカード

◇活動の補助

◇板書


	4.まとめ(4分)

	まとめ(4/45)

	· それでは今日の授業の「まとめ」をします。「第1回まとめプリント」を配ります。配られたら名前を書いて、空欄に入る言葉を考えて待っています。
→まとめプリントを読み上げながら、空欄を全体で埋めていき、授業のまとめを行う。


	プリント記入
	●第1回まとめプリント/第1回振り返り用紙
◇第1回まとめプリントの配付



	5.振り返り用紙の記入(5分)

	配付と記入と回収、次回の予告(5/50)
	· 最後に振り返り用紙に、この授業を振り返ってみての
感想や考えを書きます。まとめプリントを裏返しまし
ょう。
· 次回は、  月   日です。次の授業からは、じっくり分析して決める方法について、具体的に学習していきます。


	振り返り用紙記入、提出
	◇第1回まとめプリント/第1回振り返り用紙回収



板書計画(案) 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ピアの学年目標は教室内の適当なところに掲示すること。　
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良く言えば人に合わせる/悪く言えば人任せにするスタイル�
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直感で選んだものを押しとそうとするスタイル�
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いろいろ考えて話し合おうとするスタイル�
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よいところ





自分の意思と共に、


周りの人と決めよう
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よくないところ





自分の意思と共に、


周りの人と決めよう
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